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AEARU 17th Annual General Meeting（第17回











































AEARU 17th Annual General Meeting（第17回総会）および
















































































































































































































































































































































































































































































































総人「理系」・教育「理系」・経済「理系」・理・医・薬・工・農 ９時30分 ～ 11時00分
総人「文系」・文・教育「文系」・法・経済「一般・論文」 ９時30分 ～ 11時30分
数　　 学
総人「文系」・文・教育「文系」・法・経済「一般」 13時30分 ～ 15時30分
総人「理系」・教育「理系」・経済「理系」・理・医・薬・工・農 13時30分 ～ 16時00分




総人（独・仏・中）・文・教育・法・経済・理・医・薬・工・農 ９時30分 ～ 11時30分
総人（英語） ９時30分 ～ 11時50分
地 理 歴 史 総人「文系」・文・教育「文系」・法・経済「一般」 13時30分 ～ 15時00分
理　　 科
総人「理系」・理・医・薬・工・農 13時30分 ～ 16時30分
教育「理系」 15時00分 ～ 16時30分
論　　 文 経済「論文（論文Ⅱ）」 13時30分 ～ 15時30分
２月27日
































































ジタルメディア研究所（Interactive & Digital Media 






















































































































































































































































































































































































































































































































「漢字を動的に表現するソフトウェア“Play with Kanji”」  高橋亜希子（京都大学） 
準グランプリ
「まねき棚」  中井　道，本郷陽平，米井将二，富加見美沙都（京都工芸繊維大学） 
京都大学VBL施設長賞
「まるめるガイドブック 京都のほんね」 内山琢海，川本公章，羽田亜美，米谷健吾（京都工芸繊維大学）
高校の部
グランプリ
「光による柿の渋抜き法」 荒谷優子，市沢理奈，中山歩美，若本佳南，赤石譲二，西塚　真，山田大地
 （青森県立名久井農業高等学校） 
準グランプリ（※総合グランプリも併せて受賞）
「発電螺（はつでんにし）～移動・折り畳み式簡易発電機～」 寺川勇気（京都市立伏見工業高等学校）
財団法人近畿地方発明センター賞
「マイクロバブル水による塩害土壌の再生」 
 荒谷優子，市沢理奈，中山歩美，若本佳南，赤石譲二，西塚　真，山田大地，逸見愛生，
 阿部加奈江，日沢亜美，砂沢愛依，佐々木里菜，小町一磨（青森県立名久井農業高等学校）
最終審査受賞者一覧（敬称略）
 （ベンチャー・ビジネス・ラボラトリー）
最終審査会発表者（大学の部） 最終審査会発表者（高校の部）
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平成23年11月30日（水），大阪労働局管内の優良事
業場視察として，西岸正人大阪労働局長が原子炉実
験所（熊取事業場）を視察された。まず，森山裕丈原
子炉実験所長と挨拶の後，小山昭夫教授（衛生委員
会委員長）から事業場概要・安全管理概要などの説
明を受けられた。
その後，主な研究施設・設備視察として，研究用
原子炉（KUR），原子炉で照射した物質の各種試験，
化学処理，放射能測定等を安全に取り扱うための施
設であるホットラボラトリ，および加速器駆動未臨
界炉に関する基礎研究を行うための陽子ビームを出
す固定磁場強集束型（FFAG）加速器を視察された。
同局長は，各研究施設において研究用原子炉と発
電用原子炉との違いの説明や，癌治療としての粒子
線治療法の研究であるホウ素中性子捕捉療法
（BNCT）等の最新研究の説明を受け，熱心に質問さ
れた。
今回の視察には，大阪労働局から田嶋康男労働基
準部安全課長ほか４名，岸和田労働基準監督署から
廣安由子署長ほか１名が随行された。
 （原子炉実験所）
大阪労働局長が原子炉実験所を視察
化学研究所は，平成23年12月9日（金）に宇治おう
ばくプラザ・きはだホールにおいて，第111回研究
発表会を開催した。
午前の部では，村田理尚助教により「フラーレン
の構造変換，芳香族性および光・電子機能」，増渕
雄一准教授により「高分子のレオロジーとその予測」，
MURDEY, Richard助教により「有機半導体薄膜の
成長と同時電気的測定」，川端猛夫教授により「相手
を見分けて反応する分子触媒：ポリオール類の位置
選択的官能基化」の研究発表が行われた。
午後の部では，京大化研奨励賞・京大化研学生研
究賞の授与式ならびに受賞者３名による講演が行わ
れた後，おうばくプラザ・ハイブリッドスペースにて
64件のポスター発表が開催された。その後，平竹　潤
教授により「瓢箪から駒：γ-グルタミルトランスペ
プチダーゼ阻害剤とコラーゲン」，小川哲也助教に
より「有機物および溶液内構造体の極低温電子顕微
鏡観察」，太野垣　健准教授により「ナノ構造半導体
における電子正孔ダイナミクスと光電子機能」と題
した研究発表があり，いずれのセッションにおいて
も活発な質疑・討論が行われた。
本研究発表会は，一般，専門機関，所内から100
名を超える参加者を得て，最先端の興味深い研究成
果が聴衆にわかりやすく発表され，活気ある発表会
となった。終了後は，教職員・大学院生等約220名（名
誉教授２名を含む）が参加して，研究発表会懇親会
が盛大に行われた。
 （化学研究所）
化学研究所「第111回研究発表会」を開催
研究用原子炉（KUR）の説明を受ける西岸局長（右）
時任宣博所長（左から２人目）と受賞者３名ポスター発表会場の様子
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地球環境学堂は，平成23年12月11日（日），中国の
深圳にて清華大学深圳研究生院との共催により，環
境マネジメント人材育成国際拠点（通称：EMLプロ
グラム）第４回シンポジウムを開催した。
EMLプログラムは，戦略的環境リーダー育成拠
点形成事業の一環として，平成20年度から同24年度
まで文部科学省の助成を受けた教育プログラムであ
る。地球環境学堂・学舎，工学研究科，エネルギー
科学研究科の３研究科が主体となり，アジアの環境
問題の解決に貢献する環境リーダーを育成すること
を目的としている。
本プログラムでは，海外３カ所のフィールドキャ
ンパス（ベトナムのハノイ，フエ，中国の深圳）を設
置し，アジア諸国の大学との積極的な連携を図って
いる。シンポジウムは，初年度は京都で開催したの
を皮切りに，その後，ハノイ，フエに続き，本年度
は深圳で開催した。本学の教員，学生に加え，中国・
ベトナムの大学関係者，企業からの参加者など100
名近くが参加した。
シンポジウムでは，小林愼太郎地球環境学堂長，
康飛宇（カン・フェイウ）清華大学深圳研究生院長の
挨拶に続き，プログラムリーダーの藤井滋穂教授が
海外でのインターン研修や交流実績などの成果を報
告した。また，管运涛（グァン・ユンタオ）環境工程・
管理研究センター長，Huynh Trung Hai（フイン・
チュン・ハイ）ハノイ理工科大学環境理工学研究所長，
Le Van An（レ・ヴァン・アン）フエ農林大学副学長
が，各フィールドキャンパスにおける教育研究連携
の報告を行った。これまでの成果を確認するととも
に今後の活動の発展への提案がされた。
その後，本学と清華大学深圳研究生院から，イン
ターン研修や交流プログラムに参加した学生の発表
があった。また，本学ならびに三つのフィールドキャ
ンパスから，修士課程，博士課程に在籍する学生ら
が，工学，農学，政策など多分野に渡り環境に関す
る研究についての口頭発表を行い，活発な質疑応答
が繰り広げられた。ポスターセッションでは，英語
で積極的に研究内容を説明し，質問に答える大学院
生の姿が見られた。
最後に京都大学－清華大学環境技術共同研究教育
センター主任の田中宏明教授からまとめと閉会の挨
拶があり，シンポジウムは盛会のうちに閉会した。
 （大学院地球環境学堂）
地球環境学堂が環境マネジメント人材育成国際拠点第４回シンポジウムを開催
平成23年12月16日（金），第55回京都大学能楽鑑賞
会が京都市左京区の京都観世会館で開催された。こ
の能楽鑑賞会は，創立記念行事音楽会とともに本学
学生・教職員のための課外教養行事として毎年開催
されている。
今年の演目は狂言「察
さっ
化
か
」と能「邯
かん
鄲
たん
」で，会場には
非常に多くの来場者があり，狂言のコミカルな演技
では笑いに包まれ，能の優美な舞では伝統芸能の豊
かな世界に会場全体が引き込まれている様子であっ
た。
普段は実際に触れる機会の少ない日本の伝統芸
能・文化にも，本鑑賞会をきっかけとして理解と関
心を深めてもらえるよう，今後も企画していく予定
である。
 （学務部）
平成23年度能楽鑑賞会を開催
シンポジウム参加者集合写真
能「邯鄲」の舞
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平成23年12月14日（水），経営管理大学院の講義の
一環として，国際的映画俳優の渡辺　謙氏が講師と
して登壇した。この日の教室は，学生や関係者が渡
辺氏のハリウッド進出や現地での体験談に熱心に聴
き入り，白熱した論議が繰り広げられた。
当大学院は，講義の趣旨に賛同された日本あるい
は世界を代表するフロントランナー経営者（兼創造
家／創出家／パフォーマー）を招聘し，平成23年度
後期講義として「エンタテイメントビジネスマネジ
メント論」を開講した。
講義では，人間が本来有している知識を超越した
エンタテイメントに関わる潜在能力を呼び起こすと
ともに，エンタテイメントビジネスを創造，企画，
運営する上での基礎感覚と能力を身につけることを
目的に，食・舞踊・宣伝媒体・演劇・演芸・音楽・
スポーツ・宗教論・庭園・イベントなど多岐にわた
る内容を提供した。
講師として，渡辺氏の他に，作詞家・小説家のな
かにし礼氏，南禅寺管長の中村文峰氏，作曲家・音
楽プロデューサーの三枝成彰氏など各界の著名人が
登場し，学生の間でも大いに話題となった。
 （経営管理大学院）
経営管理大学院「エンタテイメントビジネスマネジメント論」でハリウッド俳優
の渡辺　謙氏が講師として登壇
訃報
このたび，川
かわ
﨑
さき
辰
たつ
夫
お
名誉教授が逝去されました。ここに謹んで哀悼の意を表します。以下に同名誉教授の略
歴，業績等を紹介します。
川﨑辰夫先生は，平成23年
12月8日逝去された。享年80。
先生は，昭和35年３月京都
大学理学部物理学科を卒業，
同37年３月大学院理学研究
科修士課程を修了，同40年３
月同研究科博士課程を単位
修得退学後，同年10月京都大
学理学部助手，同43年３月京都大学理学博士の学位
を取得，同45年４月教養部助教授に就任され，同61
年６月教養部教授に昇任，平成３年５月人間・環境
学研究科教授を兼任，同４年10月より総合人間学部
教授となられた。先生の本学における教官歴は29年
６カ月の永きにわたる。その間，教養部・総合人間
学部では物理学の講義を担当し，情報科学科目の創
設に尽力された。
先生は，理学研究科では統計物理学の講義や研究
指導を，人間・環境学研究科では自然環境論講座を
担当し，多くの後進研究者の育成に寄与された。ま
た，京都大学評議員として本学の運営に携わり，教
養部の各種委員会委員も歴任し管理・運営に寄与す
るとともに，一般教育改革，人間・環境学研究科・
総合人間学部の設立に大いに貢献された。研究面で
は統計物理学の研究に従事し，磁性体の動力学，動
的臨界現象，非線形応答理論，相分離現象など非平
衡系の統計物理学分野において数々の業績を挙げ，
ランダム磁性体の統計理論の研究では常に中心的位
置にあって先駆的な成果を挙げられた。日本物理学
会で英文ジャーナルの編集委員や理論物理学誌「プ
ログレス」の編集委員を務め，物理学教育学会では
数々の共同研究に従事された。先生は，これらのよ
うに多年にわたり本学の教育・研究に従事し多大な
業績を挙げるとともに，多数の学生の指導と研究者
の育成に尽力された。
 （大学院人間・環境学研究科）
川﨑　辰夫　名誉教授
ご意見・ご感想をお寄せください。
京都大学総務部広報課　〒 606-8501　京都市左京区吉田本町　E-mail：kohho52@mail2.adm.kyoto-u.ac.jp
講義終了後の学生との記念写真講義を行う渡辺氏
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